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2-1 CFPとは
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環境影響評価の考え方／製品軸と組織軸
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GHG算定では、「LCA」の考え方と「GHGプロトコル」の考え方など、異なった視点でのガイドラインを広く参
照して算定する必要がある。

組織軸
組織のGHGプロトコル
事業に関わる活動について、どの
範囲まで対象とするかを規定

製品軸
LCA／ISO14067
製品のGHGプロトコル

製品毎のライフサイクル、プロセス視点で
の考え方を規定

ライフサイクルと
SCOPE1,2,3を意識し
GHG排出量を算定する。

スコープ1,2,3

製品毎のライフサイクル

SBT

RE100

TCFD

製品CFP環境ラベル
サプライチェーン

CFP

企業活動の
指標と目標

製品、サービス毎の開示、共有



CFPとは（CFPの概念、算定の考え方）
CFPとは（Carbon Footprint of a Product）の略で、「ある製品やサービス」単位のライフサイクル（ゆりかごから墓
場まで）を対象として、温室効果ガス排出量を算定するもの。従来のSBT※などの企業単位の排出量の考え方とは異な
る。

他社と協働して製品別算定ルールを作成する、第三者検証を実
施するなど、自社のCFP 算定の目的やその時の社会の要請に応
じてCFP をアップデートしていくことが重要です。（※１）

CFPの考え方（経済産業省、環境省「CFP実践ガイド」より）

ここでのライフサイクルは「ある製品の流れ」が対
象。最上流の原材料から最終製品（出荷状
態に至るまでのライフサイクルを分析し、その過程
に対応するGHG排出量を求めて合算する。

• 従来の組織単位の考え方から製品軸としての考え
方へのシフトが世界の潮流で、日本の環境政策も
追随。

• CFP算定を進めていくためには、（※１）に掲げた
ように、経済産業省も企業（業界）ベースの算定
ルールを作成することを期待している。

※SBT：国連等が定める企業単位の温室効果ガス削減目標
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CFPとは（CFPに関する政策や市場の動き）

我が国は 2050 年までにカーボンニュートラルを実現することを目標に 定めている。その実現のためには産業界の取
組は極めて重要である。産業界が排出削減と企業の成長を両立させていくためには、顧客や消費者がグリーン製
品（サービスを含む）を選択するような社会を創り 出していく必要がある。その基盤として CFP は不可欠となる。
近年の気候変動問題への関心の高まりを踏まえ、企業を取り巻く多様なステークホルダーが、様々な目的から CFP 
を企業に要請し始めており、CFP は企業の競争力を左右するものになりつつある。（ガイドライン・7ページより）

「カーボンフットプリントガイドライン（経済産業省、環境省）第1部 (４) CFP に取り組む意義・目的」より

出典: 経済産業省、環境省「カーボンフットプリントガイドライン」７ページより抜粋
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①CFPを活用した公共調達
欧米の公共調達ではCFPに取り組む企業に対してメリットがある基準設定や
義務化する例。
②CFPを活用した規制
欧州委員会ではGHG削減の取組の一環としてCFPに関する規制の制定を進
めている。
③金融市場における企業のサプライチェーン排出量の把握・開示
金融市場では製品単位排出量の情報（CFP）の活用が重要となる。
⑥消費者へ向けた脱炭素に関する企業ブランディング、製品マーケティング
欧米を中心にして、国、企業のコンソーシアム、個々の企業の階層で、各製品
のCFPを消費者に訴求するための取組が起こっている。コンソーシアムは業種ごと
の取組もある一方で、業種関係なく、小売りや様々な分野の消費財メーカーが
協力して、環境負荷の算出やその表示のルールをつくる取組を進めている事例も
ある。



2-2 CFPを軸にしたビジネスの動き
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シューズメーカの国際競争の例～日本企業も追随が必須

先行者としてブランディング

受けて立つ
日本の動き

アシックスも追随

ミズノも追随

アディダスは商品名に記載
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スウェーデンの小売産業の例

大手スーパーFelix 「気候ストア」

環境意識は持っていても具体的な行動が出来な
かった消費者に対して行動に誘導する。

食料品の値段：CO2e（独自の通貨）で表す。
買い物客は毎週18.9 CO2e の予算内でやりくりする

大手ハンバーガーチェーン 「MAXバーガ」

CO2削減と利益の追求は相反するものではないこ
とを提示した好例

全メニューのCO2排出量を表示、
グリーンメニューが多くの人に支持され、収益が上がる。
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電池産業はCFP対応待ったなし～欧州電池規則で輸入規制

EV用リチウムイオンバッテリーなど

・ バッテリー・製品カーボンフットプリントの上限値の導入（2028年2月18日から）
・ バッテリー・製品カーボンフットプリントの表示（2025年2月18日から）

日本国内でバッテリ業界の各社を繋ぐCFPのプラットフォームが始動

（一社）自動車・蓄電池トレーサビリティ推進センターが経産省、IPAと連携して活動を開始
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国内では消費者市場から各社の対応が始まる、自社の強みに。

製品に記載 自社HPで公開 (AEON）
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国内での参考事例
• 農林水産省温室効果ガス削減の「見える化」ラベル
• https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/mieruka/mieruka.html
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国内での参考事例

環境省 CFPに係るモデル事業
https://www.env.go.jp/content/000144935.pdf /
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ヤマト運輸の宅急便カーボンニュートラルはCFP算定を根拠として発信

CFP算定の根拠となるISO
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1.28kgCO2/個
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